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会議録（1） 

会議の名称 令和5年度第1回飯能市図書館協議会  

開催 日 時 

 

 令和5年6月6日（火） 

 開会 午前10時00分   閉会 午前11時30分         

開催 場 所  飯能市立図書館 多目的ホールA 

議長 氏 名  頓所 裕子  

出席 委 員  小 林 眞由美  湯 川 康 宏  松 下   晃   

中 村 公 一    杉 木 しのぶ    町 田 光 子     

山 下 直 子   頓  所 裕  子  野 﨑 道 子 

石 川 賀 一     

欠席 委 員  なし 

説明 者 の 

職 氏 名 

図書館長        紫 藤 悦 子 

図書館主査       引 間 隆 文 

図書館主査       竹 井 順 子 

名栗分室長       佐 野 誠 治 

 

傍聴者の数  なし 

会議次第  別紙のとおり 

配布資料  別紙のとおり 

事務局職員 

職氏名 

同上 
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会議録（2） 

議事の概要（経過）・決定事項 

 令和5年度第1回飯能市図書館協議会を開催し、委員長、副委員長の選任について協 

議し、委員長及び副委員長が決定した。また、協議事項（1）令和4年度利用状況につい 

て、（2）令和4年度事業報告について、（3）令和5年度事業計画について、（4）図書館 

評価指標結果および目標値（案）についてを協議いただき承認された。 
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会議録（3） 

 午前10時開会 

 

主  査                                                          

 

 

 

教 育 長 

 

主  査 

 

 

 

 

主  査 

 

 

 

主  査 

 

 

 

主  査 

 

 

 

 主  査 

 

 

 

  

館 長 

 

 

委  員 

 

館  長 

 

 

 

館  長 

ただ今から飯能市図書館協議会委員委嘱式を始めさせていただきま

す。 

はじめに、中村教育長よりごあいさつ申し上げます。 

 

（教育長あいさつ） 

 

 続いて、委嘱状の交付を行います。教育長が皆様の席に伺いますので

委嘱状をお受け取りください。 

 

（委嘱状交付） 

 

 ここで、教育長は、公務のため退席となります。 

  

（教育長退席） 

 

それではここで委員の皆様から自己紹介をいただきたいと存じます。 

 

（委員自己紹介） 

 

続きまして職員を紹介いたします。 

 

（職員自己紹介） 

 

これにて委嘱式を終了いたします。 

続きまして、次第4 委員長、副委員長の選任についてでございます。

図書館条例第 11 条により、委員長及び副委員長は委員の互選により選

任することになっております。進行は館長にお願いいたします。 

 

どなたか委員長をお引き受けいただける方はいらっしゃいませんか。

また、ご推薦等ございましたらよろしくお願いいたします。 

 

前回、委員長をされていた頓所委員が適任かと思います。 

 

頓所委員に委員長をお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

それでは、頓所委員に委員長をお願いしたいと存じます。 
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委 員 長 

 

館 長 

 

 

 

館 長 

 

 

主  査 

 

  

 

 主  査 

  

 

委 員 長 

 

主  査 

 

副委員長 

 

 主  査 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  査 

 

 

続いて副委員長について、お引き受けいただける方、また、ご推薦等

ございましたらよろしくお願いします。 

 

野﨑委員にお願いしたいと思います。 

 

皆様いかがでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

それでは、副委員長を野﨑委員にお願いします。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

 では、頓所委員長、野﨑委員長、席へご移動お願いいたします。 

 

（委員長、副委員長 席移動） 

 

 ここで、委員長、副委員長からごあいさつをいただきたいと存じます。 

 はじめに頓所委員長お願いします。 

 

（委員長あいさつ） 

 

 続きまして、野﨑副委員長お願いします。 

 

（副委員長あいさつ） 

 

 ありがとうございました。 

 それでは協議事項に入ります。本日は全委員にご出席いただいており

ます。出席委員が過半数に達しておりますので、飯能市図書館条例第12

条第2項の規定により、協議会が成立しておりますことをご報告申し上

げます。 

それではただ今から令和5年度第1回飯能市図書館協議会を開会いた

します。 

飯能市図書館条例第 12 条の規定により、委員長に議長をお願いしま

す。なお、議事に入る前に、本会議につきましては、公開を原則として

おりますので、傍聴の申し出があった場合は許可することにご異議ござ

いませんか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

今回、傍聴の希望者はおりませんでした。 

それでは、頓所委員長、議事の進行をよろしくお願いいたします。 
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 委 員 長 

 

 

  

館 長 

 

  

委 員 長 

 

委 員 長 

  

 

館 長 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

   

 

 

館 長 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 長 

 

  

 

 

   

  

 

それでは、しばらくの間、議長を務めさせていただきます。 

協議事項（1）「令和4年度利用状況について」事務局の説明を求めま

す。 

 

（資料「1-1図書館利用状況」「1-2平成 30年度から令和 4年度利用

状況比較」「1-3・1-3（2）相互利用状況（ダイアプラン）」を基に説明） 

 

説明は以上です。質疑はございますか。 

 

飯能市民による他市図書館利用状況について、入間市の図書館の利用

者数が多いですが、行きやすいからでしょうか。 

 

入間市の図書館が、地理的に飯能市民に利用しやすい環境にあるた

め、飯能市民の利用者が多いと考察しております。 

 

仏子にある西武分館は飯能から一番近く利用しやすいです。加治東に

住んでいる方は飯能市の図書館に行くよりも近いと思います。 

 

地理的というお話がありましたが、人の流れについてはなんらかの調

査を見れば、どんな人がどんな形で利用しているか分かると思います。

地理的なものの他に、飯能市の図書館とは違う取組や特徴があれば教え

ていただきたいです。 

 

都市間の交流実態は総合振興計画を策定するときに調査しておりま

して、飯能市と入間市の交流はかなり活発なものと把握しております。  

飯能市民の入間市図書館の利用者数が多いのは日常生活だけでなく、

仕事の行き帰りにも利用しやすい状況であったためと考えております。 

また、入間市の図書館の取組は今後ダイアの協議会等で伺って参りま

す。 

 

たまたまサービスにマッチしている可能性もあるので、何でも真似す

れば良いわけではありませんが、参考になるサービスがあれば、それを

参考に新しいサービスを考えていただければと思います。 

 

他に質疑はございますか。 

 

（質疑なしの声あり） 

 

ないようですので次の議事に移ります。 

協議事項(2)「令和4年度事業報告について」及び、(3)「令和5年度

事業計画（案）について」を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 
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事 務 局 

 

 

 

 

 

委 員 長 

 

委 員 

 

 

主 査 

 

 

委 員 

 

 

委 員 長 

 

 

 

  

 

 

 

 

館 長 

 

 

 委 員 

 

 

 委 員 

 

 

主  査 

 

 

 

 

 委 員 

 

（「資料2-1 市立図書館事業報告・資料3-1 市立図書館事業計画（案）」

に基づいて一般サービス担当主査が、「資料2-2こども図書館事業報告・

資料3-2こども図書館事業計画（案）に基づいて児童サービス担当主査

が、資料2-3名栗分室事業報告・資料3-3名栗分室事業計画（案）に基

づいて名栗分室長が説明） 

 

説明は以上です。質疑はございますか。 

 

年間計画を見ると、コロナ禍前まであった、ケロケロクラブが見当た

らないのですが再開はしないのでしょうか。 

 

ケロケロクラブにつきましては、今年度は毎月開催ではなく、1年の

うちに数回開催する方向で考えております。 

 

とても勉強になるので2年程通ったことがあります。再開を楽しみに

しています。 

 

他に質疑はございますか。 

 

（質疑なしの声あり） 

 

ないようですので次の議事に移ります。 

続きまして協議事項(4)「図書館評価指標および目標値について」を

議事といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

（「資料 4-1令和 4年度評価結果」、「資料 4-2令和 5年度評価目標値

（案）」に基づいて説明） 

 

説明は以上です。 

質疑、ご意見はございますか。 

 

図書館職員の具体的な研修内容を教えていただきたいです。また、学

校でも参考となりそうな研修があれば教えてください。 

 

図書館職員の研修は初任者を対象とした基礎的な研修や、分野毎に詳

しく学ぶ研修が多くなっています。 

昨年度受講した著作権に関する研修では、学校図書も対象となってお

りましたので参考となるのではないかと思います。 

 

研修はどこの団体が主催しているのでしょうか。 
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館  長 

 

委 員 

  

 

館  長 

 

委  員 

 

 

 

 

館  長 

 

 

委  員 

 

 

 

館  長 

 

 

 

委 員 長 

 

 

 

委  員 

 

 

 

館  長 

 

 

委 員 長 

 

 

 

委  員 

 

 

 

主に埼玉県図書館協会が主催しております。 

 

コロナ以前までは実際に出向いて研修を受ける形が多かったのでし

ょうか。 

 

コロナ以前の研修は全て出向いて受講しておりました。 

 

研修について、講師にこちらに来てもらうというやり方もあります。

県立図書館の場合はこういう講座をやってほしいと申請すると、ある程

度人数が見込めれば、地元の方や職員を対象に、講座をやってもらうこ

ともできます。 

 

アフターコロナというところに入ってきましたので、県立図書館のお

力もお借りできるのであれば、活用していきたいと思います。 

 

研修について、ポイントで評価するのは非常に明確であると思います

が、どんな研修に何名参加したであるとか、そういった内容をリスト化

し示される方がよろしいのではないでしょうか。 

 

年間の実績を見える化すると、翌年度の計画も立てやすくなると思い

ますので、可能な限りリスト化して把握できるような形にしていきたい

と思います。 

 

図書館が進んでいく方向にあった研修をたくさん受けることが一番

だとと思いますし、その内容を少しでも示していただけると分かりやす

いと思います。 

 

障害を抱える方に、図書館にはこのようなサービスがあるということ

が中々届いていないと思いますが、サービスの周知の仕方について、他

市や県の状況が分かれば教えていただきたいです。 

 

他市や県の状況につきましては、ダイヤ、協議会等で把握に努めて参

ります。 

 

サービスを求める人、提供する人がいるのにも関わらず、その間が繋

がっていないのは非常にもったいないので、繋げていく努力をしていく

必要があると思います。 

 

「他機関・他部署との連携事業数」の伸びが素晴らしいと思います。

「行政刊行物の収集」も、地味で目立たないところですが、続けていく

ことが10年後、20年後の図書館の評価に繋がっていくと考えておりま
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館  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委  員 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

その一方で、「図書館職員の研修受講」について何をどのくらい頑張

ったかが見えてこないのが残念です。自分が講師になって研修を発する

ということも含まれていると私は考えております。 

しかし、講師になり得る司書が本庁に流出してしまっている現状があ

ります。 

司書が増えれば、新任職員や市民の方、あるいは学校の図書教育に携

わる方が図書館に来て研修を受けることができますので、これからは教

える側というところを意識していかなければならないと思います。 

さらに、図書館の司書が少なくなってきていることで、特定の人に負

担が集中するという状況が生まれ、新しい仕事をやろうと思っても出来

ない状態に陥ってしまっていますので、司書以外の職員のスキルを上げ

ていかないと、この先苦しくなっていくことが見えていると思います。 

「レファレンス掲載件数」が、目標に達しなかったのも、出来る職員

が少なくなってきているため、やりたくても出来ない状況が生まれてし

まっているからではないかと思います。 

 

昨年度の状況を見ますと、未達成の箇所が課題として現れたのではな

いかと、私どもも考えているところです。 

また、そもそも目標設定が共有されていなかったという点も課題とし

て重く受け留めています。 

職員数が減っている中で、一人一人の職員が、日々消化の業務に追わ

れている状況ですので、まずは健全に業務を行える環境が必要であると

思っております。そのためにはやはり目標となるところを明確にして、

皆がそこに向かっていけるような職場づくりから必要ではないかと思

います。 

 

3点ございまして、1つ目は、「他機関・他部署との連携事業数」につ

いても、具体的な内容をリスト化して共有することが大事だと思いま

す。リスト化することで、どことの繋がりが強いのか、反対に足りない

ところも見えてくると思います。 

 2つ目は、アウトリーチサービスとはそもそも何なのかを考える必要

があると思います。アウトリーチという定義を確認した上で、取り組ん

でいただけたらと思います。 

3つ目は、基本方針の中で、高齢化、ICTやAIの発展、感染症と謳っ

ていますが、これはどこの地域でも当てはまることなので、飯能の特色

を考える必要があると思います。市の総合振興計画を参考にする視点も

必要だと思います。 

また、市の中で図書館をどう位置づけるかということも考える必要が

あると思います。どうしたら優先順位を高いところに位置付けられるの

か、中からだけではなく、外から見てどう位置づけるかという視点も意

識の中に留めていただきたいと思います。 
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館  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委  員 

 

 

主 査 

 

 

  

 

 

委  員 

 

主 査 

 

 

 

委 員 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委 員 長 

 

 

 

 

 

 

 

 総合振興計画の中で、図書館の役割は課題解決が大きく明示されてい

るところでございますので、図書館は行政の課題を解決していく1つの

ツールとしての位置づけが大きいのではないかと理解しております。 

教育の課題、懸念というところに関しては協議会委員の皆様や職員は

大きく感じているところだと思います。そういったことを逆にこちらか

ら発信できる図書館でありたいと考えています。 

1つ1つ点数化してしまいますと、未達成の箇所が目立ちますが、今

いる職員の一人一人の個性、能力を大きく教育行政に反映できる組織作

りに取り組んでいきたいと思います。 

 

こども図書館のブックスタート事業について詳しい内容をお聞かせ

ください。 

 

ブックスタート配本につきましては、昨年9月から新しく実施された

事業になります。市の生後 4、5 か月時の乳児健診におきまして、図書

館から絵本を1冊プレゼントする事業です。飯能市で生まれ育つすべて

の赤ちゃんが対象で、健康づくり支援課と連携を図りまして、保健師さ

んから皆様に絵本をお配りしております。 

 

絵本は選べるのですか。 

 

昨年度はコロナの影響で、健診時間を短くしたいとの意向があり、図

書館で用意した1冊をお渡ししております。ただ、その絵本を既にお持

ちの方もいらっしゃいますので、予備に2冊程用意をしております。 

 

他に質疑、ご意見はございますか。 

 

（質疑なしの声あり） 

 

質疑がないようですので、令和5年度の目標値について、このとおり

承認してよろしいでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

続きまして、（5）「その他」について何かございますか。 

 

（無しの声あり） 

 

無ければ、本日の協議事項は、以上でございます。 

これをもちまして、議長の任を降ろさせていただきます。 
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主  査 

 

 

 

 

 

主  査 

 

 

 

 

委員の皆様、慎重にご協議いただきまして、誠にありがとうございま

した。続きまして、次第5 その他でございますが、委員の皆様から何か

ございますか。 

 

（無しの声あり） 

 

無いようですので、以上を持ちまして、令和5年度 飯能市図書館協

議会委嘱式及び第1回飯能市図書館協議会を閉会いたします。 

 

 

 

 午前11時15分閉会 

  

 

 

 

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。 

 

令和 5年   月   日 

 

 

    

議 長                      


